
【包括的官 連携プラットフォーム】
〇地域食堂の推進
〇孤独・孤立対策
〇食支援と体制構築
〇新たな地域課題解決の連携を創造

麒麟のまち

地域食堂ネットワーク
（中間支援機能）

法人化
麒麟のまち地域食堂ネットワーク

（中間支援機能）

孤独・孤独対策官民連携プラットフォーム

食支援プラットフォーム推進会議

NPO法人へ委託

今後のスケジュール

急激な人口減少、世帯の単身化が進行し社会的孤立が深刻化する中で、本事業により し、家族機能の社会化、食支援、居場所づくり
など様々な地域課題に対応する取組を創造します。また、 により公費負担が拡大することなく、組織運営と地域課題解決機能の持続性を図ります。

【令和７年度まで】 【令和８年度以降】
事業スキーム

麒麟のまち
創生戦略会議

麒麟のまち
創生戦略会議

法人化準備会
（共同代表、運営委員）
定款等の承認、代表理事選出

法人登記
立ち上げ時役員
共同代表 理事・社員

理事会・社員総会
新たな組織運営体制等の検討・準備
体制の確立

１月２６日 ２月２日 ２月上旬 ２月下旬 ５月以降

収入 （千円）

28,780委託金
11,000助成金

500寄付金
200雑収入

40,480合計

支出 （千円）

26,171人件費
8,721事業費
4,888事務費

700雑費
40,480合計

収支計画 （令和８年度試算）

官民連携による中間支援機能の拡充

様々な地域課題に対応する取組の創造

民間資源などの活用による多様な取組

☆圏域の困りごとやニーズを共有し、対応する強みやリソースを共有し、

☆新しいテーマもプラットフォームの団体や人材を活用し対応していきます。
例)身寄りのない単身高齢者支援、新たな居住支援(暮らしを支える支援)他

の解決を図るための体制構築を支援していきます。

※

☆増加する地域食堂や生活困窮者への支援のために必要な食品を確保するため、
企業等からの提供食品を拡充させる食支援体制の構築を図ります。
(現在、中央人権福祉センターに集荷される寄付食品は毎月約５トン)

☆つながりサポーターの地域活動との連携により、家族機能(気づき、つな
ぎ)の社会化を創出し、社会的孤立の防止を図っていきます。

麒麟のまち創生戦略会議
令和８年２月２日

鳥取市総務部人権政策局中央人権福祉センター
外線0857 24 8241

社員総会（社員兼理事）
理事会（

監事

組織体制（立ち上げ時）

事務局 1人、労務・財務担当 0.5人
孤独・孤立対策推進員（兼事業調整担当） 1人
地域食堂コーディネーター 2人
食品支援コーディネーター 1人
フードサポート事務員 1人
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